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【部門区分】第６部門第２区分
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【公開番号】特開2016-173612(P2016-173612A)
【公開日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【年通号数】公開・登録公報2016-057
【出願番号】特願2016-134707(P2016-134707)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｃ   7/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｃ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/28     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｇ０２Ｃ    7/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月15日(2017.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
レンズ基材上に直接または間接に多層蒸着膜を有する眼鏡レンズであって、
前記多層蒸着膜をレンズ基材の物体側表面および眼球側表面上にそれぞれ有し、
物体側のレンズ表面および眼球側のレンズ表面においてそれぞれ420～450nmの波長域の入
射光を反射する性質を有し、
420～450nmの波長域のすべての光線に対して物体側のレンズ表面における反射率および眼
球側のレンズ表面における反射率の合計が15%以下である、前記眼鏡レンズ。
【請求項２】
420～450nmの波長域のすべての光線に対して物体側のレンズ表面における反射率および眼
球側のレンズ表面における反射率の合計が12%以下である、請求項１に記載の眼鏡レンズ
。
【請求項３】
420～450nmの波長域のすべての光線に対して物体側のレンズ表面における反射率および眼
球側のレンズ表面における反射率の合計が9～11%の範囲である、請求項１または２に記載
の眼鏡レンズ。
【請求項４】
420～450nmの波長域のすべての光線に対して物体側のレンズ表面における反射率が眼球側
のレンズ表面における反射率より高い、請求項１～３のいずれか１項に記載の眼鏡レンズ
。
【請求項５】
420～450nmの波長域のすべての光線に対して物体側のレンズ表面および眼球側のレンズ表
面における反射率が3～8%の範囲である、請求項１～４のいずれか１項に記載の眼鏡レン
ズ。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか１項に記載の眼鏡レンズの製造方法であって、
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前記レンズ基材の物体側表面上の多層蒸着膜および眼球側表面上の多層蒸着膜を、それぞ
れ、
SiO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第一層を形成し、
Ta2O5またはZrO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第二層を形成し、
SiO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第三層を形成し、
Ta2O5またはZrO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第四層を形成し、
SiO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第五層を形成し、
Ta2O5またはZrO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第六層を形成し、
SiO2を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により第七層を形成することにより作製し、
前記多層蒸着膜は、前記レンズ基材側から、前記第一層、前記第二層、前記第三層、前記
第四層、前記第五層、前記第六層、および前記第七層をこの順に含む、前記眼鏡レンズの
製造方法。
【請求項７】
前記レンズ基材の物体側表面上の多層蒸着膜および眼球側表面上の多層蒸着膜は、それぞ
れ導電性蒸着層を更に含み、
前記導電性蒸着層を、導電性酸化物を主成分とする蒸着源を用いる蒸着により形成する、
請求項６に記載の眼鏡レンズの製造方法。
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